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モロッコ王国地方村落部妊産婦ケア改善計画

基本設計調査

会議議事録

（ドラフト説明）

　国際協力事業団（以下“JICA”と呼称する）は、2001年 6月、モロッコ王国（以下“モ

ロッコ”と称する）に地方村落部妊産婦ケア改善計画（以下“本計画”と称する）に関す

る基本設計調査団（以下“調査団”と称する）を派遣し、協議及び現地調査を行い、また

調査結果につき日本において技術的検討を行い調査報告書のドラフトを作成した。

　ドラフトレポートのコンポーネントについてモロッコ側に説明し協議するために、JICA

は喜多悦子博士を団長とするドラフトレポート説明調査団（以下“調査団”と称する）を

2001年 10月 14日より 11月 1日までモロッコ国に派遣した。

　協議を経て、両当事者は別紙に記載せし主要事項につき確認した。

ラバトにて、2001年 10月 23日

JICA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モロッコ王国

基本設計調査ドラフトレポート説明チーム　　　　　保健省

団長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次官

喜多悦子博士　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dr.FOUAD HAMADI



1. ドラフトレポートの内容
　モロッコ政府は調査団により説明されたドラフトレポートの内容に同意し受け入れた。

調査団との協議を経て、モロッコ側は最終的に別添 1及び 2の内容を確認した。

　ドラフトレポートからの主な追加・変更点については別添 3のとおりである。

2．日本の無償資金協力スキーム

　モロッコ側は、調査団により説明され、2001年 7月 6日に署名されたミニッツに添付さ

れている無償資金協力スキームとモロッコ側政府によりとられるべき負担事項について理

解した。

3．調査スケジュール

3-1 調査団コンサルタントチームは、2001年 11月 1日までモロッコにおいて補足調査を

行う。

3-2 JICAは、合意事項に基づき最終報告書を完成させ、2002年 2月頃にモロッコ政府に

送付する。

4．その他の特記事項

4-1 モロッコ側で行う人員措置

　モロッコ側は施設・機材の整備は必要な人員が配置されることが条件であることを理解

し、追加的な人員配置が必要とされる別添 4 の施設については、それぞれのフェーズの施

設・機材整備の完了までに配置を行うことを 2001年 10月 22日付け保健省のレターNo.234

によって確約した。

　調査団は、両国政府による E/N署名後 3ヶ月以内に、モロッコ側によるこれらの施設に

対する人員配置に必要な措置が講じられていない場合には、当該施設に対する協力内容が

必ずや変更されるであろうことを説明した。

　モロッコ側はこれを了解し、人員配置の措置を講じたことを証明する文書を JICAモロッ

コ事務所に提出することを確約した。

4-2 モロッコ側でとるべき予算措置
　モロッコ側は、別添 5 にあるモロッコ側負担事項に必要な予算措置を講じることに合意

した。

4-3 モロッコ側負担事項
4-3-1 施設工事に関する必要措置

　モロッコ側は、施設工事に関する以下の負担工事を完了することに合意した。

(1) 1 期の CSC イフラン、2 期の CSUA イムーゼル、HL/MA タタについては、両国政府

による E /N 署名後 5 ヶ月以内に建築許可を取得し、JICA モロッコ事務所にそれを証

明する文書を送付する。



(2) 別添 1に記載されている施設の工事着工に先立って以下の事項を行う。

‐十分な建設用地の確保、樹木の伐採と造成

‐必要であれば既存施設・障害物の撤去、施設増築に伴い派生する既存施設の改修、及び

仮設建物・資材倉庫のための十分な用地の確保

(3)着工 5ヶ月後までの電気、水道、下水の敷地までの接続工事

4-3-2 機材調達に関する必要措置

　モロッコ側は、機材調達に関する以下のモロッコ側負担工事のために必要措置を講じる

ことに合意した。

(1) 機材搬入路、サイト内の機材一時保管場所の確保
(2) 既存の建物への機材設置に必要な給水、排水、電源供給等にかかる工事
(3) 機材設置に伴う既存機材の移動・撤去、設置場所の整備
(4) 保健省に引渡される車輛調達に際して生じる登録、保険等の必要な手続きと保健省から
対象サイトへの配備

4-4 施設・機材の使用と維持管理
4-4-1 モロッコ側は、本計画において整備される施設・機材・車輛の適正な使用と永続的な

維持管理および必要な予算に対する必要措置を講じることを確約した。モロッコ側は調査

団に対して、本計画の枠内においてモロッコの状況に適した機材を調達するよう要請した。

調査団はこれを約束した。

調査団はモロッコ側に対し、本計画で整備される機材の適正な使用のために必要な措置を

講じることを要請した。

4-4-2 調査団はモロッコ側に対し本計画により供与される機材・車輛の管理状況について少

なくとも 1 年に 1 回モロッコ JICA 事務所に報告するよう要請した。モロッコ側はこれを

了解した。

モロッコ側は、本計画のモニタリング調査の実施に際しては日本側に対して同行者 1 名を

用意することを確約した。

4-4-3 モロッコ側は、巡回車輛については妊産婦ケアの改善に関する保健医療活動以外に使

用しないことを確約した。

4-5 機材仕様の修正
調査団は、今次の調査において確認された機材仕様について JICAの審査を経て修正が生じ

る可能性を説明した。モロッコ側はこれを了解した。



4-6 救急車
　モロッコ側は、対象地域の道路事情や自然環境を考慮したうえで、救急車については 4

輪駆動車を要請し、運転・維持管理に必要な継続的予算措置を講じることを確約した。

　調査団は、4輪駆動車の必要性は理解したが、移送にかかる利用者の費用負担を増加させ

るべきではないことを強調した。

　モロッコ側はこれを理解し、従来の救急車より運転・維持管理費が拡大する場合にも、

保健省で必要な予算措置を講じ、移送にかかる利用者の負担を拡大しないことに合意した。

4-7 ソフトコンポーネント
　モロッコ側は、本計画の効果的かつ持続的な実施のために、以下のソフトコンポーネン

トを要請した。

4-7-1 妊産婦ケアのための巡回活動

(1) モロッコ側は、特に、プロジェクト対象州において保健施設にアクセスが困難な女性に
対する妊産婦ケアに重きを置き、そのための巡回活動を組み入れた計画を実施すること

を要請した。

(2) モロッコ側は、移動診療部(SIAAP)による巡回活動強化の対象となる 2つの県を、調査

団コンサルタントチームと協議し彼らの帰国時までに選定することに合意した。

(3) モロッコ側は、当該の県における巡回車輛配置に関わる燃料費、維持管理費、及びドラ
イバー人件費の予算措置を講じることに合意した。

(4) 調査団は、2県に対する巡回活動のために車両 2台を配置し、また計画策定等を支援す

るために 1名の日本人コンサルタントを派遣することに合意した。

4-7-2 機材の維持管理体制強化のための支援

(1) モロッコ側は維持管理についての戦略（施策）を有しており、本計画で整備される機材
の効果的・持続的な活用を図るため、日本側にそのための支援を要請した。モロッコ側

はまた日本側に、フェズ‐ブルメン、メクネス‐タフィラレ、グールミン‐エスマラの

3州でのソフトコンポーネントを要請した。

(2) モロッコ側は、州の維持管理部に維持管理責任者を任命している。
(3) モロッコ側は、以下の事項を実施することに合意した。
・ 対象施設の機材使用者が使用する日常点検リスト、機材管理に関する台帳等の作成

・ 対象施設から州の維持管理部門への機材の使用・管理状況の定期的な報告

・ 州の維持管理部門が管轄する対象施設の維持管理状況を総括管理する書類等の作成

・ 州単位の維持管理部門が管轄下の核施設を巡回する場合に、必要となる車輛および経費

の確保

(4) 日本側は、点検項目リスト・機材管理に関する台帳等の作成支援、巡回システムの確立
支援、機材の管理体制や管理手法に対する指導、等を行うため、ソフトコンポーネント

を検討するに合意した。



4-8 ドラフトファイナルレポートにかかる守秘義務
両者は、ドラフトファイナルレポートの施設・機材リストに記載ある仕様についてはコン

フィダンシャルとし、いかなる第三者にも写しを配布したり、提供しないことを確認した。

  

別添資料

別添 1：本計画対象施設リスト

別添 2：(1)　CSC向け機材リスト

　　　　(2)病院向け機材リスト

別添 3：変更点

別添 4：人員配置

別添 5：モロッコ側の予算措置
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